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　前回（岡本，1972a，　b，　c）で去勢や甲状腺除去に

より雄鶏の体脂肪（腹脂肪）に質的な変化が生じ，そ

の構成グリセリドに量的な変動が起るらしいことが推

論された．しかしそれらの変動が，いかなる構成脂肪

酸に主として起るかは論ずることができなかった．

　鶏体脂肪の構成脂肪酸については多くの報告が見ら

れる．Cruickshank（1934）は，家鶏肉の体脂肪の沃

素価を調べてその構成脂肪酸量を計算し，馬，緬羊，

豚などの体脂肪とはその構成脂肪酸が異なることを述

べ，Hilditchら（1934，1935），　Coleman（1961）は

各種の鶏体脂肪の脂肪酸組成について報告している．

しかしこれらは，いずれも正常鶏について調べただけ

である．ガスクロマトグラフィーによる分析結果につ

いては，菅野ら（1966a，．　b）は白レグ種雌雄につい

て，血清リボ蛋白質レベルの脂肪酸組成を追究してい

るが，複合脂質をほとんど含まない体脂肪にいては直

接触れていない．

　Machlin　and　Gordon　（1961），　Marion　and

Woodroof（1963，1965），　Marionら（1967），　Chung

ら　（1967），Zimmermann　（1967），　Biedermann

（1969），Prabucki（1969），大武ら（1969），渡辺・

千葉（1969），Drochner（1971）その他は主として給

与飼料中の脂質との関連から，血中，筋肉，肝臓，皮

膚など諸器官の脂質を論じているが，体脂肪をとり上
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げているものは少ない．またMillerら（1967）も皮

膚脂質の構成を論じ，Amelotti　und　Ru伍ni（1971）

は産卵鶏の腹脂肪組成にも触れている．鶏の体脂肪と

してとくに腹脂肪の脂肪酸組成を示しているものに

は，Edwards（1961），　Katzら（1966）などの報告が

ある．しかしこれらは，内分泌腺機能との関連につい

てはいずれもまったく無関係である．わずかにホルモ

ンとの関係から体脂肪の組成に触れているものは，

Sauerら（1969）がロースターの脂質組成変動を，

MGA（melengestrol　acetate）投与との関連で報告

しているものがあるだけである．

　今回は去勢および甲除した場合の雄鶏体脂肪の質の

変動を脂肪酸レベルで追究し，今までに得られた結果

をより確かなものとするために，ガスクロマトグラフ

ィーによる脂肪酸分析を実施した．

1．試験材料および方法

　1．1供試鶏および脂肪材料

　供試鶏およびi採取脂肪材料は前報（岡本，1972a，

b，c）の試験に用いたものと同一（横斑プリマスロッ

ク種雄）である，腹脂肪材料は採取精製後に褐色アン

プールにCO2封入し，冷蔵庫中に貯蔵したものを用

いた．
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前報(岡本， 1972 a， b， c)で去勢や甲状腺除去に

より雄鶏の体脂肪〈腹脂肪〉に質的な変化が生じ，そ

の構成グリセリドに量的な変動が起るらしいととが推

論された.しかしそれらの変動が，いかなる構成脂肪

酸に主として起るかは論ずる乙とができなかった.

鶏体脂肪の構成脂肪酸については多くの報告が見ら

れる.Cruickshank (1934)は，家鶏雌の体脂肪の沃

素価を調べてその構成脂肪酸量を計算し，馬，緬羊，

豚などの体脂肪とはその構成脂肪酸が異なることを述

べ， Hi1ditchら(1934，1935)， Coleman (1961)は

各種の鶏体脂肪の脂肪酸組成について報告している.

しかし乙れらは，いずれも正常鶏について調べただけ

である.ガスクロマトグラフィーによる分析結果につ

いては，菅野ら(1966a， b)は白レグ種雌雄につい

て，血清リポ蛋白質レベルの脂肪酸組成を追究してい

るが，複合脂質をほとんど含まない体脂肪にいては直

接触れていない.

Machlin and Gordon (1961)， Marion and 

Woodroof (1963， 1965)， Marionら(1967)，Chung 

ら(1967)，Zimmermann (1967)， Biedermann 

(1969)， Prabucki (1969)，大武ら(1969)，渡辺・

千葉(1969)，Drochner (1971)その他は主として給

与飼料中の脂質との関連から，血中，筋肉，肝臓，皮

膚など諸器官の脂質を論じているが，体脂肪をとり上

げているものは少ない.また Mil1erら (1967)も皮

膚脂質の構成を論じ， Amelotti und Ruffini (1971) 

は産卵鶏の腹脂肪組成にも触れている.鶏の体脂肪と

してとくに腹脂肪の脂肪酸組成を示しているものに

は， Edwards (1961)， Katzら (1966)などの報告が

ある. しかし乙れらは，内分泌腺機能との関連につい

てはいずれもまったく無関係である.わずかにホノレモ

ンとの関係から体脂肪の組成に触れているものは，

Sauerら(1969)がロースターの脂質組成変動を，

MGA (melengestrol acetate)投与との関連で報告

しているものがあるだけである.

今回は去勢および甲除した場合の雄鶏体脂肪の質の

変動を脂肪酸レベノレで追究し，今までに得られた結果

をより確かなものとするために，ガスクロマトグラフ

ィーによる脂肪酸分析を実施した.

1.試験材料および方法

1.1 供試鶏および指肪材料

供試鶏および採取脂肪材料は前報(岡本， 1972 a， 

b， c)の試験に用いたものと同一(横斑プリマスロッ

ク種雄〉である.腹脂肪材料は採取精製後に褐色アン

プーノレに COz封入し，冷蔵庫中に貯蔵したものを用

いた.
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　1．2混合脂肪酸の分離および脂肪酸メチルエステ

　　ルの調製

　試料脂肪よりの混合脂肪酸の分離は，KOH一エタノ

ルによる鹸化後稀塩酸（1：4）を加えて行ない，混合

脂肪酸よりのエステル精製は1．5％濃硫酸メタノール

液を等量加えて常法の如く行なった．

　精製した混合脂肪酸メチルエステルは，5m1褐色

アンプールにCO2封入して一18℃の冷凍庫内に保

管した．この際用いたメタノールは生石灰を加えて2

～3日間放置して脱水後再蒸溜したものである．

　1．3　ガスクロマトグラフの運転条件

　装置は島津GC－1B型を用いたが，試験により一一

部運転条件を異にした．

　試験1および2：カラム充填剤は15％ジエチレン

グリコールサクシネート（担体セライト，60～80メ

ッシュ）．カラムはU型ステンレス製4mm×3．Om．

カラム温度200。C，試料注入室温度270℃であった．

キャリアーガスはH2，流速40　m1／min，検出器は熱

伝導度ディテクター，ディテクタ■一・一恒温槽温度は

230。Cに設定，チャートスピードは5mm／minであ

る．試料は混合脂肪酸メチルエステルを4～5倍にア

セトンで稀釈し，注入量は5～10μ1であった．

　試験3：カラム充填剤，カラム，カラム温度，注入

室温度は前2回と同じであるが，キャリアーガスはN2

を用い，検出器は水素炎イオン化ディテクターを用い

た．N2ガス流速は20　m1／min（気圧1．8kg）とし

た．試料は混合脂肪酸メチルエステルを稀釈せずその

まま用い，・注入量は0．2～0．4μ1であった．なおチャ

ートスピードは5mm／minである．

　記録紙上のピークの同定には，ApPlied　Science

Lab．（State　College，　Pa．，　U．　S．　A．）の標準品

（C14＝o，　C16：0，　C18：0，　C18：1，　C18：2，　C18：3）を用い，

C、6，、のみは標準品が入手できなかったので，保持時

間と炭素数の対数関係図および運転条件のよく似た菅

野ら（1966b），　Hidakaら（1965）の結果を参考に

して定めた．

　1．4実験結果の表示法

記録紙上のピークはプラニメーターを用いて面積測

定を行ない，全面積に対する割合を計算し，これを全

脂肪酸に対する重量％として表示した．面積値はすべ

て3回の測定の平均値である，

Tabelle　l．　Fettsaurenkompositionen．

Versuch

1

2

3

Grp．

1

巫

盃

Fettsauren　（％）

C14i：　o

i）　1．　04十〇．　55

　n　＝＝4

1．　22十〇．　25

　n　＝5

O．　87

　n　＝1

　　O．　78十〇．　11
i　iV’　’nV：g

皿

皿

1

1
1

皿

rv

0．79一ト0．09

　n　＝＝9

O．　61十〇．　16

　n　＝＝5

1．　18十〇．　19

　n　＝＝19

1．　10＋O．　15

　n　＝＝16

1．　03＋O．　19

　n　＝10

1．17＋O．33
　n　＝＝8

C16：0

26．　51十　4．　91

　n　＝4

25．　55十4．　42

　n　＝5

28．　88

　n　＝＝1

24．　80±　．1．　76

　n　＝＝9

21．92十1．20
　n　＝＝9

25．　44十　1．　73

　n　＝6

22．　82　十　O．　90

　n＝19

23．　98十　1．　11

　n　＝＝　16

25．　25十2．　10

　n　＝10

26．　06十2．　92

　n　＝＝8

C16b：1

5．　14十〇．　99

　n　＝4

6．　21十〇．　74

　n　＝5

10．　41

　n　＝1

4．　14十〇．　63

　n　一一9

4．　79十〇．　47

　n　＝9

3．　54＋O．　36

　n　＝5

3．　04＋O．　35

　n　＝18

5．　66十〇．　52

　n　＝15

3．　95＋O．　68

　n　＝＝10

5．　54十　1．　39

　n＝8

C1s：o

9．　42十2．　09

　n　＝＝4

7．　58十　1．　65

　n　＝＝5

4．　55

　n　＝1

IO．　49　十　1．　04

　n　＝9

7．　31十〇．　72

　n　＝9

11．　37＋O．　86

　n　＝5

1O．　64十〇．　84

　n　＝＝18

6．　61tO．　63

　n＝16

10．　47十1．　60

　n　＝＝　10

7．21十1．18
　n　＝＝7

Cls：1

32．　31　＋　5．　81

　n　＝＝4

34．　35＋　3．　41

　n　＝＝5

36．　37

　n　＝1

32．　40十2．　43

　n　＝9

35．24十1．81

　n　＝9

32．　36十2．　73

　n　＝＝5

34．　48　十　1．　51

　n＝　19

38．　03十　1．　54

　n　＝＝16

35．　51十2．　10

　n　＝10

Cls＋：2

14．　98十2．　13

　n　＝＝3

11．　81十2．　91

　n　＝＝5

10．　79

　n　＝1

19．　21　＋3．　26

　n　＝9

21．　26十〇．　52

　n　＝8

16．　69十3．　25

　n　＝6

15．　79十1．　35

　n　＝＝19

13．　94十1．　18

　n＝　16

14．　38＋1．　61

　n　＝＝10

112箋5
n

L16翻箋8
n

53

Cls，：　3

1．　72＋O．　35

　n　＝3

1．52＋O．54
　n　＝＝5

O．　75

　n　＝1

1．　44十　O．　23

　n　＝＝9

1．　99　十　O．　34

　n　＝8

1．　71十〇．　26

　n　＝＝5

2．　35十〇．　27

　n　＝18

1．　45十〇．　56

　n二15

2．　40十〇．　65

　n　＝＝10

1．　62＋O．　36

　n＝＝8

1）　X　±　vertrauenswUrdige　Grenze　der　Populationsmitte
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1.2 混合脂肪酸の分離および脂肪酸メチル工ステ セトンで稀釈し，注入量は 5.--，，10μIであった.

ルの調製 試験3:カラム充填剤，カラム，カラム温度，注入

試料脂肪よりの混合脂肪酸の分離は， KOHーエタノ 室温度は前2固と同じであるが，キャリアーガスは N2

Jレによる鹸化後稀塩酸 (1:のを加えて行ない，混合 を用い，検出器は水素炎イオン化ディテクターを用い

脂肪酸よりのエステノレ精製は1.5 5ぢ濃硫酸メタノーノレ た. N2ガス流速は 20ml/min (気圧1.8 kg)とし

液を等量加えて常法の如く行なった. た.試料は混合脂肪酸メチノレエステノレを稀釈せずその

精製した混合脂肪酸メチルエステJレは， 5 ml褐色 まま用い，注入量は 0.2'--"0.4.u1であった.なおチャ

アンプーノレに CO2封入して -18
0Cの冷凍庫内に保 ートスピードは 5mm/minである.

管した.乙の際用いたメタノーノレは生石灰を加えて2 記録紙上のピークの同定には， Applied Science 

--3日開放置して脱水後再蒸溜したものである Lab.(State College， Pa.， U. S. A.) の標準品

1.3 ガスクロマトグラフの運転条件 (C14:0， C16:0， C18:0， C18:1， C18:2， C1S:3) を用い，

装置は島津 GC-IB型を用いたが，試験により一 C16:1のみは標準品が入手できなかったので，保持時

部運転条件を異にした. 聞と炭素数の対数関係図および運転条件のよく似た菅

試験1および2:カラム充填剤は 155ぢジエチレン 野ら(1966b)， Hidakaら(1965)の結果を参考に

グリヨールサクシネート(担体セライト， 60.--，，80メ して定めた.

ッシュ).カラムはU型ステンレス製4mm>く3.0m. 1.4 実験結果の表示法

カラム温度2000C，試料注入室温度2700Cであった. 記録紙上のピークはプラニメーターを用いて面積測

キャリアーガスは H2' 流速 40mljmin，検出器は熱 定を行ない，全面積に対する割合を計算し，乙れを全

伝導度ディテクター，ディテクター恒温槽温度は 脂肪酸に対する重量箔として表示した.面積値はすべ

2300C に設定，チャートスピードは 5mm/minであ て3回の測定の平均値である.

る.試料は混合脂肪酸メチルエステノレを4----5倍にア

Tabelle 1. Fettsaurenkompositionen. 

Fettsauren (%) 

c14':0 C16:O C削 C1S:O C18:1 Cl8o:2 C1S.:3 

II 1 1.~士山|お 55ベ 62W4175…!日叶 11…1l152±054
n=5 n=5 nニ 5 n=5 n=5 n=5 n=5 

nニ l n=l n=l n=l n=l 

Il078±011124町十日 63110.;~土1.04132岨±吋 19-1144土O
nニ 8 n=9 n=9 n=9 n=9 n=9 n=9 

2 II 1 O. ~… nニ9 n=9 n=9 n=9 n=9 n=8 n=8 

ill 10白土0ヤーャ54土O出 |11U±08132出士2.731山 3オ1.71:t0 
n=5 nニ 6 n=5 n=5 n=5 n=6 n=5 

I|lMヤ8-1304土O 担 1 10

…4134.;~叶 -m|235土0.27
n=19 n=19 n=18 n=18 nニ 19 n=19 n=18 

宜 III-im--52|“1土O日|担 03吋 13.94土1.1い:t0出
n=16 n=16 n=15 n=16 nニ 16 n=16 n=15 

3 

ill 1
1回土0ヤE±2113田ベ 10.47:t1印|担 51叶日叶 2岨:t0出n二 10 n=lO n=10 n=lO nニ 10 n=10 n=10 

w |lm3312606 n=8 nニ 8
つAQノ

1) 元:tvertrauenswurdige Grenze der Populationsmitte 
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2．試　験　結　果

　試験結果のうち去勢，甲除手術の不完全のものを除

外して整理し，棄却検定を行なって各試験各区の平均

値のみをまとめると第1表のとおりである．脂肪酸の

表示でCの次の数字は炭素数を示し，後の数字は二重

結合の数を表わしている．

　なお各試験ごとの各区平均値間の有意差検定結果を

第2表に一括して示す．

　またこれらの結果を各脂肪酸ごとに去勢，甲除によ

り対照に対してどの程度の割合で変動するかをみるた

めに，第1表の各区の平均値を，脂肪酸ごとに対照を

100とした指数で表わしてその変動を示せば第3表の

とおりである．

　次に各区の変動を脂肪酸ごとに述べる．

　2．1’Ci4：0（ミリスチン酸）

　第1表の平均値と第3表の指数を増減の形で図示す

れば，第1図のごとくである．

　平均値での区間変動については試験1では，対照区

1．04％，去勢区1．22％で，対照に対し去勢区はわず

かに多いが，有意差は認められない．甲除区は1例に

すぎないので参考にとどめるが，減少がみられる．試

Tabelle　2． Ergebnisse　der　Bestatigung　von　signifikantem．

Unterschied　zwischen　den　Gruppen．

Versuch

1

2

3

Grp．

皿
皿
皿

＝
一I
I
皿
五
皿
皿
一
＝

I
I
皿
且
且
W
皿
W
W

＝
一
＝
一

I
I
I
皿
皿
皿

Fettsauren

C’14：to

×

×
○
○

×
×
×
×
×
X

C16：0

×

○
×
○

×
○
○
×
×
×

C16：1

o

×
×
○

○
○
○
○
×
○

Cls：io　i　Cls，：1

×

○
×
○

×

○
×
○

○
×
○
○
×
○

○
×
X
O
X
×

C13・：　2

×

X
×
○

O
X
O
×
○
○

Cls・：s

X

○
×
×

○
×
○
○
×
○

a＝＝O．05　O：signifikant　X：nicht　signifikant

Tabelle　3． Vergleich　mit　der　Vertinderungen　der　Fetts加ren
auf　den　lndexzahlen　gegen　die　Wert　der　Gruppe
I　in　H6he　100．

Versuch

1

2

3

Durchschnitt

Gr．

　
　
D

工
目
皿

1
∬
皿

工
臨
皿
W

1
皿
皿

Fettsauren

C14：0

100
117
82

IOO
101
86

100
93
87
99

100
104
85
99

C16：0

100
96
109

100
88
103

100
105
111

114

100
96
107
114

C16：1

100
121
203

100
116
86

100
186
130
182

100
141
139
182

Cls：o

0
1
0
Q

O
8
4

1

100
70
109

100
62
98
68

100
71

85
68

Cls：1

100
106
113

100
109
100

100
110
103
104

100
108
105
104

cls：2　1　cls：3

100・

79
72

100
88
44

100
111
87

100
88
91
73

100
93
83
73

1oo
138
119

100
62
102
69

100
96
88
69

1）　n＝＝1

堆鶏体脂肪の脂肪酸組成の変動 149 

2. 試験結果

試験結果のうち去勢，甲除手術の不完全のものを除

外して整理し，棄却検定を行なって各試験各区の平均

値のみをまとめると第1表のとおりである.脂肪酸の

表示でCの次の数字は炭素数を示し，後の数字は二重

結合の数を表わしている.

めに，第1表の各区の平均値を，脂肪酸ごとに対照を

100とした指数で表わしてその変動を示せば第3表の

とおりである.

なお各試験ごとの各区平均値聞の有意差検定結果を

第2表lζ一括して示す.

また乙れらの結果を各脂肪酸ごとに去勢，甲除によ

り対照に対してどの程度の割合で変動するかをみるた

次に各区の変動を脂肪酸ごとに述べる.

2.1 C14:O (ミリスチン酸〉

第 1表の平均値と第3表の指数を増減の形で図示す

れば，第1図のごとくである.

平均値での区間変動については試験1では，対照区

1. 04労，去勢区1.22 5ぢで，対照に対し去勢区はわず

かに多いが，有意差は認められない.甲除区は 1例に

すぎないので参考にとどめるが，減少がみられる.試

Tabelle 2. Ergebnisse der Bestatigung von signifikantem 
Unterschied zwischen den Gruppen. 

Fettsauren 
Versuch Grp. 

C1ω I C16:，O I C16:1 I C18:.0 1 C山 C13.:2 I C18:8 
I-II × × O × × × 

1 1-1[ 
II-1[ 

I-II × O × O O × 
2 1-1[ O × × × × × 

II-1[ O O O O O O 

I-II × × O O O O 
1-1[ × O O × × × 

3 
I-N  × O O O × O 
II-1[ × × O O O × 
E一司N × × × × × O 
1[-N × × O O × O 

α=0.05 0: signifikant x: nicht signifikant 

Tabelle 3. Vergleich mit der Veranderungen der Fettsauren 
auf den Indexzahlen gegen die Wert der Gruppe 
1 in Hohe 100. 

× 

O 
× 
× 

O 
× 
O 
O 
× 
O 

Versuch 
1 Gr.l-c，ωl  C16:ol JT7C18:11C1MlC13 
I 100 100 100 1凹「-Zl E 117 96 121 81 106 79 
1[1) 82 109 203 48 113 72 

100 100 100 100 
2 101 88 116 70 109 111 138 

86 103 86 109 100 87 119 

I 100 100 100 100 100 100 100 

3 
亙 93 105 186 62 110 88 62 
E 87 111 130 98 103 91 102 
N 99 114 182 68 104 73 69 

工 100 100 100 100 100 100 100 

Durchschnitt E 104 96 141 71 108 93 96 
E 85 107 139 85 105 83 88 
N 99 114 182 68 104 73 69 

1) n=l 
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Abb．　1．　Ci4：0％　und　der　Vergleich　mit　der　Zu一　und　Abnahme

gegen　die　Gruppe　1　auf　der　lndexzahl．

験2では対照区0．78％，去勢区0．79％，甲除区0，61

％で，去勢区は対照区とほとんど変わらず，甲除区

は有意差をもつて減少している．試験3では対照区

1．18％，去勢区1・10％，甲除区1．03％，去甲区1．17

％であった．各区間にすべて有意差は認められなかっ

たが，去勢区も甲除区も対照よりやや減少し，去冬区

はほとんど変わらなかった．

　指数での区間変動については，試験1の場合，対照

の100に対して去勢区ほ117で有意差は認められない

が対照より約17％増加している．甲難平は1例であ

るが約18％減少している．試験2では去勢101でほ

とんど対照と変わらず，甲除区は86で約14％有意の

減少をしている．試験3で億去勢区は93で約7％減

少し，弾除区は87で約13％減少している．去中区は

99でほとんど変動がない．

　2．2　C16：0（パルミチン酸）

　第1表の各区の平均値および第3表の指数を増減の

形で図示すれば第2図のとおりである．

　平均値での区間変動については試験1では対照区

26．51％，去勢区25．55％，弾除区28．88％であっ

た．各区間とも有意差は認められなかったが，去勢区

では対照よりゃや減少し，甲除区は増加の傾向がみら

れる．試験2では，対照区24．80％，去勢区21．92

％，甲除区25．44％で，去勢区では対照より有意に減

少し，甲除区では有意差は認められないがわずかに増

加の傾向がみられる．試験3では，対照区22．82％，

去勢区23．98％，甲除区25．25％，去甲区26．06％で

ある．去勢区は対照より増加する傾向がみられ，甲除

区は増加を示して有意差渉認められた．去甲区も有意

にもっとも大きく増加している，

　指数での区間変動については，試験1では対照の

100に対して去勢区96，甲除区109であって，去勢区

では対照より約4％減少の傾向を示し，回訓区は約9

％増加している．試験2では，去勢区88，甲除区103

であって，1去勢区は対照に対して約12％減少し．甲

除区は約3％，すなわちわずかながら増加の傾向をみ

せている．試験3では，指数は去勢区105と約5％増

加し，甲除区111で約11％の増加であって，これら

には有意差が認められた．また去甲区も114で，甲除

区以上に約14％も増加している．

　2．3C、6，1（パルミトオレイン酸）

　第1表の各区平均値と第3表の指数を増減の形で図

示すれば第3図のとおりである．

　平均値での区間変動については，試験1では対照区

5．14％，去勢区6．21『％，甲除区10．41％である．甲

除区は1例だけであるが約2倍の増加であった．試験

2では対照区は4．14％，去勢区4．79％，摺鉢区3．54

％であり，いずれも有意差は認められなかったが去勢

区は増加の傾向を，また臨調区は減少の傾向を示して

いる．なお去勢区と重重区間には有意差が認められ

た．試験3では，対照区3．04％，去勢区5．66％，甲

除区3．　95　％，去甲区5．54％であって，去勢区と去甲

区以外の各区聞にすべて有意差が認められた．したが

って去勢区では対照より著しい増加を示し，甲除区で

もまた増加している．去甲区は去勢区と同じくらいの

増加であった．

　各区の指数での変動は，試験1では去勢区121，甲

除区203であるから，去勢区では対照に対して約21

％の有意の増加であり，甲除区は1例の参考にすぎな

いが約2倍も増加している．試験2では，去勢区，甲

除区はそれぞれ指数116および86で，去勢区は対照

より約16％増加し，甲除区は逆に約4％減少したこ

とになる，試験3では，指数は去勢区186で対照より

約86％の有意の増加を示し，甲除区は130で約30％
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Abb. 1. Cl4:o% und der Vergleich mit der Zu-und Abnahme 
gegen die Gruppe 1 auf der Indexzah1. 

では対照より約4%減少の傾向を示し，甲除区は約9

%増加している.試験2では，去勢区88，甲除区103

であって，去勢区は対照に対して約 125ぢ減少し，甲

除区は約3%，すなわちわずかながら増加の傾向をみ

せている.試験3では，指数は去勢区 105と約5%増

加し，甲除区 111で約 11%の増加であって，とれら

には有意差が認められた.また去甲区も 114で，甲除

区以上に約 145ちも増加している.

2.3 C16:1 (パルミトオレイン酸)

第1表の各区平均値と第3表の指数を増減の形で図

示すれば第3図のとおりである.

平均値での区間変動については，試験1では対照区

5.14%，去勢区6.215ぢ，甲除区 10.41 5ちである.甲

除区は 1例だけであるが約2倍の増加であった.試験

2では対照区は4.145ぢ，去勢区4.79%，甲除区3.54

5ぢであり，いずれも有意差は認められなかったが去勢

区は増加の傾向を，また甲除区は減少の傾向を示して

いる. なお去勢区と甲除区間には有意差が認められ

た.試験3では，対照区3.045ぢ，去勢区5.665ぢ，甲

除区3.95%，去甲区5.545ぢであって，去勢区と去甲

区以外の各区聞にすべて有意差が認められた.したが

って去勢区では対照より著しい増加を示し，甲除区で

もまた増加している.去甲区は去勢区と同じくらいの

増加であった.

各区の指数での変動は，試験1では去勢区 121，甲

除区 203であるから，去勢区では対照に対して約 21

5ぢの有意の増加であり，甲除区は 1例の参考にすぎな

いが約2倍も増加している.試験2では，去勢区，甲

除区はそれぞれ指数 116および 86で，去勢区は対照

より約 16労増加し，甲除区は逆に約45ぢ減少した乙

とになる.試験3では，指数は去勢区186で対照より

約86%の有意の増加を示し，甲除区は 130で約30%

験2では対照区0.78%，去勢区0.795ぢ，甲除区0.61

%で，去勢区は対照区とほとんど変わらず， 甲除区

は有意差をもって減少している. 試験3では対照区

1.18%，去勢区1.105ぢ，甲除区1.03 %，去甲区1.17 

%であった.各区間にすべて有意差は認められなかっ

たが，去勢区も甲除区も対照よりやや減少し，去甲区

はほとんど変わらなかった.

指数での区間変動については，試験1の場合，対照

の100に対して去勢区は 117で有意差は認められない

が対照より約 175ぢ増加している. 甲除区は 1例であ

るが約 18%減少している.試験2では去勢 101でほ

とんど対照と変わらず，甲除区は86で約145ぢ有意の

減少をしている.試験3では去勢区は 93で約75ぢ減

少し，甲除区は87で約 13%減少している.去甲区は

99でほとんど変動がない.

2.2 C16:O (パルミチン酸〉

第1表の各区の平均値および第3表の指数を増減の

形で図示すれば第2図のとおりである.

平均値での区間変動については試験1では対照区

26.51 %， 去勢区 25.55%， 甲除区 28.885ぢであっ

た.各区間とも有意差は認められなかったが，去勢区

では対照よりやや減少し，甲除区は増加の傾向がみら

れる.試験2では，対照区 24.805ぢ，去勢区 21.92 

5ぢ，甲除区25.44%で，去勢区では対照より有意に減

少し，甲除区では有意差は認められないがわずかに増

加の傾向がみられる.試験3では，対照区22.825ぢ，

去勢区23.985ぢ，甲除区25.25%，去甲区26.06%で

ある.去勢区は対照より増加する傾向がみられ，甲除

区は増加を示して有意差が認められた.去甲区も有意

にもっとも大きく増加している.

指数での区間変動については，試験1では対照の

100 に対して去勢区96，甲除区 109であって，去勢区
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Abb．　2．　Ci6：0％　und　der　Vergleich　mit　der　Zu一　uud　Abnahme

gegen　die　Gruppe　1　auf　der　lndexzal．

の有意の増加となる．また去甲区は182で去勢の場合

の増加とほとんど同じであり，その割合は対照の約

82％である．

　2．4C18：0（ステアリン酸）

　第1表の各区平均値と第3表の指数を増減の形で図

示すれば第4図のとおりである．

　平均値での区間変動については，試験1では対照区

9．42％，去勢区7．58％，甲除区4．55％であった．

いずれの区間にも有意差は認められなかったが，去勢

区も甲除区もともに対照に比しかなり減少している．

試験2では，対照区10．49％，去勢区7．31％，甲除

区11．37％であり，去勢区は対照に比し有意の減少を

示し，甲除区は有意差は認められないが，かなり増加

している．なお去勢区と甲除区の間にも有意差が認め

られた．試験3では，対照区10，64％，去勢区6．61

％，甲除区10．47％，去甲区7．21％であり，対照区

と甲除区，去勢区と去甲区以外の各区間にすべて有意

差が認められた．’すなわち去勢区は対照に対し有意に

減少し，甲除区はわずかに減少の傾向をみせ，去甲区

も去勢区と同様に大きく減少して有意差が認められ

151 雄鶏体脂肪の脂肪酸組成の変動
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Abb. 2. C16:0% und der Vergleich mit der Zu-uud Abnahme 
gegen die Gruppe I auf der Indexza1. 

試験2では，対照区 10.49%，去勢区7.31%， 甲除

区11.375ぢであり，去勢区は対照に比し有意の減少を

示し，甲除区は有意差は認められないが，かなり増加

している.なお去勢区と甲除区の聞にも有意差が認め

られた.試験3では，対照区 10.645ぢ， 去勢区 6.61

9ぢ，甲除区 10.475ぢ，去甲区 7.21%であり，対照区

と甲除区，去勢区と去甲区以外の各区聞にすべて有意

差が認められた.すなわち去勢区は対照に対し有意に

減少し，甲除区はわずかに減少の傾向をみせ，去甲区

も去勢区と同様に大きく減少して有意差が認められ

の有意の増加となる.また去甲区は 182で去勢の場合

の増加とほとんど同じであり， その割合は対照の約

82%である.

2.4 C18:O (ステアリン酸〉

第1表の各区平均値と第3表の指数を増減の形で図

示すれば第4図のとおりである.

平均値での区間変動については，試験1では対照区

9.425ぢ，去勢区 7.585ぢ，甲除区 4.55%であった.

いずれの区聞にも有意差は認められなかったが，去勢

区も甲除区もともに対照に比しかなり減少している.
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た．

　これを各区の指数での変動についてみれば，試験1

では対照区の100に対して去勢区は81で約19％の減

となり，甲除区は48で約52％もの減少である．試験

2では去勢区70，去甲区109であって，去勢区は対照

より約30％も有意に減少し，甲除区は約9％増加し

ているが有意差は認められない．試験3では，去勢区

は62で対照より約38％も有意に減少し，甲除区は98

でわずかに2％の減にすぎず，ほとんど差はないもの

と思われる．去甲区は指数68で，去勢と同じように

約32％も減少して有意差を示した．

　2．5・Cls＝1（オレイン酸）

　第1表の各区平均値と第3表の指数を増減の形で図

示すれば第5図のとおりである，

　平均値での区間変動については，試験1では対照区

32．　31　％，去勢区34．35％，甲除区36．37％であり，

去勢区も甲除区もともに増加の傾向がみられた．ただ

しいずれも有意差は認めらられなかった．試験2で

は，対照区32．40％，去勢区35．24％，甲除区32．36

％であって，対照区と去勢区，および去勢区と甲除区

の間にのみ有意差が認められた．すなわち去勢区は対

照に比し有意に増加し，甲除区はまったく変動がなか

った．試験3では，対照区34．48％，去勢区38．03

％，甲除区35．51％，去三殿35．89％であり，試験：2

の場合と同じく対照区と去勢区，および去勢区と甲除

区の間以外には各区間とも有意差が認められなかっ

た．したがって去勢区は対照に比し有意の増加を示

し，甲除区，去甲区は同じぐらいで，ともに対照より

わずかに増加する傾向がみられる．

　指数での区間変動については，試験1では去勢区

106，甲除区113で，有意差は認められないが，去勢

区，甲除区ともそれぞれ対照より6％および13％程

度増加の傾向がみられる．試験2では，去勢区109，

甲除区100で，去勢区は対照より約9％有意に増加
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Abb. 3. C16:Oぢundder Vergleich mit der Zu-und Abnahme 
gegen die Gruppe 1 auf der Indexzah1. 

しいずれも有意差は認めらられなかった.試験2で

は，対照区32.40%，去勢区 35.245ぢ，甲除区 32.36

%であって，対照区と去勢区，および去勢区と甲除区

の聞にのみ有意差が認められた.すなわち去勢区は対

照に比し有意に増加し，甲除区はまったく変動がなか

った. 試験3では，対照区 34.485ぢ， 去勢区 38.03

%，甲除区 35.51%，去甲区 35.895ぢであり，試験2

の場合と同じく対照区と去勢区，および去勢区と甲除

区の間以外には各区間とも有意差が認められなかっ

た.したがって去勢区は対照に比し有意の増加を示

し，甲除区，去甲区は同じぐらいで，ともに対照より

わずかに増加する傾向がみられる.

指数での区間変動については，試験1では去勢区

106，甲除区 113で，有意差は認められないが，去勢

区，甲除区ともそれぞれ対照より 6%および 13%程

度増加の傾向がみられる.試験2では，去勢区 109，

甲除区 100で，去勢区は対照より約95ぢ有意に増加

fこ.

これを各区の指数での変動についてみれば，試験I

では対照区の 100に対して去勢区は 81で約 19%の減

となり，甲除区は 48で約525ぢもの減少である.試験

2では去勢区70，去甲区109であって，去勢区は対照

より約 30%も有意に減少し， 甲除区は約9%増加し

ているが有意差は認められない.試験3では，去勢区

は62で対照より約385ぢも有意に減少し，甲除区は98

でわずかに 2%の誠にすぎず，ほとんど差はないもの

と恩われる.去甲区は指数 68で， 去勢と同じように

約32%も減少して有意差を示した.

2.5 C18日(オレイン酸〉

第 1表の各区平均値と第3表の指数を増減の形で図

示すれば第5図のとおりである.

平均値での区間変動については，試験1では対照区

32.31 %， 去勢区34.35%，甲除区 36.375ぢであり，

去勢区も甲除区もともに増加の傾向がみられた.ただ
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Abb．　4．　Cis：o　％　und　der　Vergleich　mit　der　Zu一　und　Abnahme

gegen　die　Gruppe　1　auf　der　lndexzahl．

し，甲除区ではまったく変動が認められない．試験3

では，去勢区110で対照より10％有意の増加を示し，

甲除区は103でわずかに3％ほどの増加をしている・

去甲区も指数は104で約4％の増加である．

　2．6　C18：2（リノール酸）

　第1表の各区平均値と第3表の指数を増減の形で図

示すれば第6図のとおりである．

　平均値での区間変動については，試験1では対照区

14．　98　％，去勢区11．81％，側芽区10．79％であり，

去勢区も甲除区も対照よりかなり減少しているが有意

差は認められなかった．試験2では，対照区19．21

％，去勢区21．　26　％，甲除区16．69％であり，去勢区

は対照区よりかなり増加の傾向を，また甲除区は減少

の傾向を示している．ただし去勢区と甲除区の問以外

の各区間には有意差は認められなかった．試験3で

は，対照区15．79％，去勢区13．94％，甲除区14・38

％，去甲区11．55％であり，対照区と甲除区および去

勢区と甲除区間以外の各区間には有意差は認められな

かった．したがって去勢区は対照に比し有意に減少

し，甲除区もまた減少の傾向をみせ，去甲区は対照に

対し有意に最大の減少を示した．

　これを指数での区間変動についてみれば，試験1で

は去勢区は対照の100に対して79，甲除区は72であ

って，去勢区では対照の約21％，甲除区では約28％

もともに減少している．試験2では，去勢区は111で

対照より11％増加し，甲唄区は87で逆に約13％減

少している．試験3では，去勢区は88，甲除区は91，

去甲区は73であって，去勢区は対照より約12％有意

に減少し，甲除区は9％ほど減少の傾向を示してい

る．また去甲区は約27％もの有意の減少であった．

　2．7Cls：3（リノレン酸）

　第1表の各区平均値と第3表の指数を増減の形で図

示すれば第7図のとおりである．

　平均値での区間変動については，試験1では対照区

1．72％，去勢区1．52％，甲除区0。75％であって，

どの区間にも有意差は認められなかった．しかし去勢

区は対照に比しかなり減少し，甲除区は著しい減少

を示している．試験2では，対照区1．44％，去勢区

1．99％，一纏区1．71％であって，対照区と去勢区間

にのみ有意差が認められた．すなわち去勢区は対照に

比し有意に増加し，甲除雪もまたかなり増加してい

る．試験3では，対照区2．　35　％，去勢区1・45％，甲

除区2．40％，去甲区1．62％であり，対照区と甲除

区，および去勢区と去甲区間以外のすべての区間に有

意差が認められた．したがって去勢区は対照区より有

意に減少し，甲除区はわずかに増加の傾向があり，去

甲区もまた有意に大きな減少を示している．

　これを各区の指数での変動についてみれば，試験1
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lnd.z. 

110 

100 

90 

80 

70 

60 

50 

40 

Abb. 4. C18:O労 undder Vergleich mit der Zu-und Abnahme 
gegen die Gruppe 1 auf der Indexzah1. 
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もともに減少している.試験2では，去勢区は 111で

対照より 115ぢ増加し，甲除区は 87で逆に約 13%減

少している.試験3では，去勢区は 88，甲除区は 91，

去甲区は 73であって，去勢区は対照より約125ぢ有意

に減少し， 甲除区は 9%ほど減少の傾向を示してい

る.また去甲区は約 275ぢもの有意の減少であった.

2.7 C18:3 (リノレン酸)

第1表の各区平均値と第3表の指数を増減の形で図

示すれば第7図のとおりである.

平均値での区間変動については，試験lでは対照区

1.725ぢ，去勢区1.52 %，甲除区 0.75%であって，

どの区間にも有意差は認められなかった. しかし去勢

区は対照に比しかなり減少し， 甲除区は著しい減少

を示している.試験2では，対照区 1.445ぢ，去勢区

1.995ぢ，甲除区1.71 %であって，対照区と去、勢区間

にのみ有意差が認められた.すなわち去勢区は対照lζ

比し有意に増加し， 甲除区もまたかなり増加してい

る.試験3では，対照区2.35%，去勢区1.45 %，甲

除区 2.40%，去甲区1.62%であり，対照区と甲除

区，および去勢区と去甲区間以外のすべての区聞に有

意差が認められた. したがって去勢区は対照区より有

意に減少し，甲除区はわずかに増加の傾向があり，去

甲区もまた有意に大きな減少を示している.

乙れを各区の指数での変動についてみれば，試験I

し，甲除区ではまったく変動が認められない.試験3

では，去勢区 110で対照より 10%有意の増加を示し，

甲除区は 103でわずかに 3%ほどの増加をしている.

去甲区も指数は 104で約4%の増加である.

2.6 C18:2 (リノール酸〉

第 1表の各区平均値と第3表の指数を増減の形で図

示すれば第6図のとおりである.

平均値での区間変動については，試験1では対照区

14.98 %，去勢区 11.81 5ち，甲除区 10.795ぢであり，

去勢区も甲除区も対照よりかなり減少しているが有意

差は認められなかった.試験2では，対照区 19.21

%，去勢区21.26 %，甲除区 16.69箔であり，去勢区

は対照区よりかなり増加の傾向を，また甲除区は減少

の傾向を示している.ただし去勢区と甲除区の間以外

の各区間には有意差は認められなかった.試験3で

は，対照区 15.795ぢ，去勢区 13.945弘甲除区 14.38

%，去甲区 11.55 %であり，対照区と甲除区および去

勢区と甲除区間以外の各区聞には有意差は認められな

かった.したがって去勢区は対照に比し有意に減少

し，甲除区もまた減少の傾向をみせ，去甲区は対照に

対し有意に最大の減少を示した.

これを指数での区間変動についてみれば，試験 lで

は去勢区は対照の 100に対して79，甲除区は 72であ

って，去勢区では対照の約215ぢ，甲除区では約285ぢ
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Abb．　’5．　Cis：i％　und　der　Vergleich　mit　der　Zu一　und　Abnahme

gegen　die　Gruppe　1　auf　der　lndexzahl．

では去勢区88，甲除区44であって，去勢区では対照

より約12％減少し，甲除区では約1／2に激減してい

る．試験2では，去勢区は138，甲除区119で，去勢

区は対照に対し38％も有意に増加し，甲除区でもや

はり19％ほど増加している．試験3では去勢区は62

で対照に対し約38％も有意に減少し，甲除区は102

でわずかに2％ほどの増加にすぎない．去甲区では

69で対照より約31％もの有意の減少を示した．

3．考 察

　鶏体脂肪の構成脂肪酸については，Hilditchら

（1934），　Machlin　and　Gordon　（1961），　Marion

and　Woodroof　（1963，　1965），　Biedermann　（1969），

Prabucki（1969）その他の報告があり，鶏体脂肪中
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Abb. "5. C18日夕ぢ und der Vergleich mit der Zu-und Abnahme 
gegen die Gruppe 1 auf der Indexzahl. 

69で対照より約31%もの有意の減少を示した.

鶏体脂肪の構成脂肪酸については， Hi1ditchら

(1934)， Machlin and Gordon (1961)， Marion 

and Woodroof (1963， 1965)， Biedermann (1969)， 

Prabucki (1969)その他の報告があり， 鶏体脂肪中

察考3. 

では去勢区88，甲除区44であって， 去勢区では対照

より約 12;ぢ減少し， 甲除区では約 1/2に激減してい

る.試験2では，去勢区は 138，甲除区 119で，去勢

区は対照に対し 38;ぢも有意に増加し，甲除区でもや

はり 19%ほど増加している.試験3では去勢区は62

で対照に対し約 38;ぢも有意に減少し，甲除区は 102

でわずかに2%ほどの増加にすぎない.去甲区では
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Abb．　6．　Cis：2　％　und　der　Vergleich　mit　der　Zu一　und　Abnahme

　gegen　die　Grruppe　1　auf　der　lndexzahl．

の中性脂質の脂肪酸はC、2～C2。、4またはC2。，5の間

にある点でほぼ・・一一“■致している．しかしFingerbaum

and　Fisher　（1959），　Marion　and　Woodroof

（1963），Drochner（1971）の報告で明らかなように，

飼料中の脂質が体脂肪の脂肪酸構成に大きな影響を与

えるものであるから，上記以外の脂肪酸の存在もあ

り得る．たとえばIsaacksら（1964），　Millerら

（1967），Zimmermann（1971）その他は燐脂質の脂

肪酸では，少量ではあるがなお長鎖の不飽和脂肪酸の

存在を認めている．血清その他の燐脂質に存在するも

のならば，あるいは体脂肪の中性脂質にも存在する可

能性はあるであろう．本試験においても，結果として

掲げた脂肪酸ピーク以外にもなおいくつかのピ・・一・・クら

しいものは認められた．しかし，その多くは確認でき

なかったし，また量的にもごくわずかなものにすぎな

いので，今回はとり上げなかった．

　3．1脂肪酸組成結果と文献値との比較

　鶏の腹脂肪の脂肪酸組成についての報告例をまとめ

て，本試験の対照区の結果とくらべると第4表のとお

りである．

　このほかにもHilditchら（1934），　Hi豆ditch　and

Stainsky（1935），　Cruickshank（1934）などの数値

もあるが，ガスクロマトグラフィー一一によるもののみを

まとめた．

　これらの数値は品種の差，飼料の差などにより多少

の違いは認められるけれども，およその鶏体脂肪のも

つ脂肪酸の種類がほぼ一一定していることをうなずかせ

る．この点前報（岡本，1972a，　b）での推論をある

程度確かめ得た．また構成脂肪酸中もつとも多いのは

C18、1で，以下C、6、。，　C、8、2，　C、8，0，　C、6，1，　C18、3，

C14：0の順に少なくなる著者の結果とはいずれもほぼ

一致している．
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Abb. 6. C18:2 $ぢ undder Vergleich mit der Zu-und Abnahme 
gegen die Grruppe 1 auf der Indexzahl. 

3. 1 指肪酸組成結果と文献値との比較

鶏の腹脂肪の脂肪酸組成についての報告例をまとめ

て，本試験の対照区の結果とくらべると第4表のとお

りである.

このほかにも Hi1ditchら(1934)，Hilditch and 

Stainsky (1935)， Cruickshank (1934)などの数値

もあるが，ガスクロマトグラフィーによるもののみを

まとめた.

乙れらの数値は品種の差，飼料の差などにより多少

の違いは認められるけれども，およその鶏体脂肪のも

つ脂肪酸の種類がほぼ一定していることをうなずかせ

る.乙の点前報(岡本， 1972 a， b)での推論をある

程度確かめ得た.また構成脂肪酸中もっとも多いのは

C18:1で， 以下 C16:0，C18:2， C18:0， C16:1， C18:3， 

C14:O のj頓に少なくなる著者の結果とはいずれもほぼ

一致している.

の中性脂質の脂肪酸は C12""-'C20はまたは C20:5の聞

にある点でほぼ一致している. しかし Fingerbaum

and Fisher (1959)， Marion and Woodroof 

(1963)， Drochner (1971)の報告で明らかなように，

飼料中の脂質が体脂肪の脂肪酸構成に大きな影響を与

えるものであるから， 上記以外の脂肪酸の存在もあ

りf尋る. たとえば白 Isaacksら(1964)，MiIlerら

(1967)， Zimmermann (1971)その他は燐脂質の脂

肪酸では，少量ではあるがなお長鎖の不飽和脂肪酸の

存在を認めている.血清その他の燐脂質に存在するも

のならば，あるいは体脂肪の中性脂質にも存在する可

能性はあるであろう.本試験においても，結果として

掲げた脂肪酸ピーク以外にもなおいくつかのピークら

しいものは認められた. しかし，その多くは確認でき

なかったし，また量的にもごくわずかなものにすぎな

いので，今回はとり上げなかった.
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．この脂肪酸の去勢ζよる変動は試験1では増加し，

試験2ではほとんど変化なく，試験3では逆に減少を

示し，結果の一致がみられなかった．しかしいずれに

しても有意差は認められない．また第1図に示した3

回の変動指数の平均値はきわめて小さく，約4％にす

ぎない．故に幾分か増加の傾向はあるにしても，去勢

によってはそれほど大きな変動はないものと考えられ
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Abb. 7. C1S:3 5ぢundder Vergleich mit der Zu-und Abnahme 
gegen die Guppe 1 auf der Indexzah1. 

Fettsauremuster des Bauchfettes bei der Huhner durch 
die verschiedenen Verfasser. 
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示し，結果の一致がみられなかった.しかしいずれに

しても有意差は認められない.また第1図iζ示した3

回の変動指数の平均値はきわめて小さく，約4%にす

ぎない.故に幾分か増加の傾向はあるにしても，去勢

によってはそれほど大きな変動はないものと考えられ

3.2 各区各指肪酸量の対照に対する変動量につい

て

3.2. 1 C14:O 

との脂肪酸の去勢による変動は試験1では増加し，

試験2ではほとんど変化なし試験3では逆に減少を
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る．これに反して甲除区の場合は，やはり有意差は認

められないにしても減少の傾向は一致しており，その

減少の程度は対照に対しておよそ15％程度であろう．

膏血区ははとんど変動を示さず，甲除の影響は出てい

ない．

　3・2・2　Ci6：0

　この脂肪酸の変動については第2図で明らかなよう

に，甲除区でやや増加する傾向は3回とも一致し，指

数平均は107であるから，甲除による増加は対照の約

7％となる．これに反し去勢区の変動には一致がみら

れない。しかし指数でみるかぎりでは，試験2で約

12％とかなり減っているものの，他の2回は約5％

の増または減であり，指数平均は97で約3％の減少

を示すにすぎない．したがって去勢区ではほとんど変

動がないのではないかと考える．この点は，去甲区の

指数が114と大きいけれども，甲除区の111とくらべ

るとその差はわずかであって，実際的には去勢の影響

がほとんど認められないことからも推察できる．

　3．2．3　Ci6；1

　この脂肪酸の変動は第3図で明らかなように，去勢

区の増加の方向はすべて一致し，その割合は対照に比

して16～86％，平均すれば約41％の増加となる．録

三郎では結果は一致せず，試験1および3ではそれぞ

れ103％および30％の増加であるのに，試験2では

逆に14％も減少している．しかし試験2の甲除虫は

対照に対し有意差も認められず，またこの区には実測

値6．8％の個体も存在したことを考えるとあまり減少

するものとは思われず，他の2結果と総合すれば平均

的にはやはり増加の傾向があるものと考えられる．た

だしその増加の程度については，試験1の指数は1例

にすぎないので一応これを除外すると，指数平均は

108となった．去甲区は明らかに有意差をもつて対照

より増加しているが，その割合は去勢の場合とほとん

ど同じである．ただ母平均の信頼限界の幅がかなり大

きいこと，前述の甲除の場合の推論から，両方の影響

が重って去勢の場合よりもいくらか大きく増加するも

のと思われる．したがって指数の平均値は150程度に

なるのではあるまいか．

　3・2・4　Cis：o

　結果をまとめると，第4図に示すとおり去勢区の変

動は減少の方向ですべて一致し，その変量は対照の

19～38％，平均指数は71であるからおよそ29％ぐら

いとなり，有意差ありと認められる．甲除区では変動

の方向，量は必ずしも一致しなかった．しかし試験2

で対照の9％ほどの増加とはいっても，実測値では対

照区10．49％に対して，甲除区11．37％で，これは1

％以下の差である．したがって試験3の結果も考え合

わせると，甲除区は平均的にはほとんど変動を受けな

いのではないかと考えられ，試験1の1例は参考にと

どめて一応除外すると，平均指数は104となる．去甲

区の場合は，去勢だけの場合と大体同じ程度の減少を

示しており，潜血の影響はほとんど現われていないよ

うである．この点からも甲除があまり影響を与えない

のではないかとする前述の推論が強められる．

　3．2．5　Cis：i

　第5図で明らかなように，去勢区の変動は増加の方

向ですべて一致し，しかもその増加は対照に対して

6～10％・平均指数からいえば約8％となり，有意

差が認められる．乗除区では試験1の場合のみ対照よ

り13％も増加しているが，その実測値36．37％に対

して・対照区の値がほとんど同じである試験2の甲除

区にも41・82％の個体も存在し，また試験3でもやは

り甲除区に40・10％の個体もみられたから，試験1の

甲除区のこの値は偶然に高い1例だけがとり上げられ

たものであろう・したがってこれを一応除外すると試

験2では対曲との変動がまったくなく，試験3では増

加の傾向はみられるものの対照との差はわずかであ

る．特に第5図よりその母平均の信頼限界が対照のそ

れとほとんど重なる．したがって前事区はあまり変動

を示さないのではないかと思われ，指数平均も102と

なっている．去甲区の場合にはわずかに対照より指数

が大きくなる傾向はうかがえるが，その変動は愚策区

と同じ程度で，母平均の信頼限界も完全に対照区のそ

れと重なる．この場合も変動がほとんどないものと考

える．さらにまた去勢の影響もほとんど現われていな

いようである．

　3．2．6　C，，，，

　去勢区の変動は試験1と3では減少し，試験2では

増加を示してその変動の方向が一致しない．この点は

なお追究が必要であろう．しかし試験2の去勢区の母

平均信頼限界が，第6図でみるとおり対照のそれと完

全に重なり，増加しているとはいい切れないことと，

3回のうち2回が減少している点，試験個体数の最も

多い試ge　3で有意差をもつて減少している点，および

去甲区の場合に去勢区，甲露国を重ねたほどにも減少

している点などを考え合わせると，去勢区では減少す

るもののように考えられる．指数平均も93となって

減少の方向を示している．甲除区では対照に比し13～

28％も減少する変動は3回とも一致している．その

指数平均値は83で，去勢の93よりもやや低い．した
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る.乙れに反して甲除区の場合は，やはり有意差は認

められないにしても減少の傾向は一致しており，その

減少の程度は対照に対しておよそ 1596程度であろう.

去甲区ははとんど変動を示さず，甲除の影響は出てい

ない.

3.2.2 C16:O 

乙の脂肪酸の変動については第2図で明らかなよう

に，甲除区でやや増加する傾向は 3回とも一致し，指

数平均は 107であるから，甲除による増加は対照の約

796となる.乙れに反し去勢区の変動には一致がみら

れない. しかし指数でみるかぎりでは，試験2で約

1296とかなり減っているものの，他の2回は約55ぢ

の増または減であり，指数平均は 97で約396の減少

を示すにすぎない. したがって去勢区ではほとんど変

動がないのではないかと考える.との点、は，去甲区の

指数が 114と大きいけれども，甲除区の 111とくらべ

るとその差はわずかであって，実際的には去勢の影響

がほとんど認められないことからも推察できる.

3.2.3 C16:1 

との脂肪酸の変動は第3図で明らかなように，去勢

区の増加の方向はすべて一致し，その割合は対照に比

して 16"-'8696，平均すれば約4196の増加となる.甲

除区では結果は一致せず，試験lおよび3ではそれぞ

れ 10396および 3096の増加であるのに，試験2では

逆に 145ぢも減少している. しかし試験2の甲除区は

対照に対し有意差も認められず，また乙の区には実測

値6.85ちの個体も存在した乙とを考えるとあまり減少

するものとは思われず，他の2結果と総合すれば平均

的にはやはり増加の傾向があるものと考えられる.た

だしその増加の程度については，試験1の指数は 1例

にすぎないので一応乙れを除外すると，指数平均は

108となった.去甲区は明らかに有意差をもって対照

より増加しているが，その割合は去勢の場合とほとん

ど同じである.ただ母平均の信頼限界の幅がかなり大

きい乙と，前述の甲除の場合の推論から，両方の影響

が重って去勢の場合よりもいくらか大きく増加するも

のと思われる. したがって指数の平均値は 150程度に

なるのではあるまいか.

3.2.4 C18:O 

結果をまとめると，第4図に示すとおり去勢区の変

動は減少の方向ですべて一致し， その変量は対照の

19，.....，3896，平均指数は71であるからおよそ 2996ぐら

いとなり，有意差ありと認められる.甲除区では変動

の方向，量は必ずしも一致しなかった. しかし試験2

で対照の 95ぢほどの増加とはいっても，実測値では対

照区 10.495仰と対して，甲除区 11.3796で，乙れは 1

5ぢ以下の差である. したがって試験3の結果も考え合

わせると，甲除区は平均的にはほとんど変動を受けな

いのではないかと考えられ，試験1の1例は参考にと

どめて一応除外すると，平均指数は 104となる.去甲

区の場合は，去勢だけの場合と大体同じ程度の減少を

示しており，甲除の影響;まほとんど、現われていないよ

うである.乙の点からも甲除があまり影響を与えない

のではないかとする前述の推論が強められる.

3.2.5 C18:1 

第5図で明らかなように，去勢区の変動は増加の方

向ですべて一致し， しかもその増加は対照に対して

6，，-，1096，平均指数からいえば約896となり，有意

差が認められる.甲除区では試験1の場合のみ対照よ

り 1396も増加しているが，その実測値 36.375ぢに対

して，対照区の値がほとんど同じである試験2の甲除

区にも 41.8296の個体も存在し，また試験3でもやは

り甲除区に 40.105ぢの個体もみられたから，試験1の

甲除区のとの値は偶然に高い 1例だけがとり上げられ

たものであろう. したがってとれを一応除外すると試

験2では対照との変動がまったくなし試験3では増

加の傾向はみられるものの対照との差はわずかであ

る.特l乙第5図よりその母平均の信頼限界が対照のそ

れとほとんど重なる. したがって甲除区はあまり変動

を示さないのではないかと思われ，指数平均も 102と

なっている.去甲区の場合にはわずかに対照より指数

が大きくなる傾向はうかがえるが，その変動は甲除区

と同じ程度で，母平均の信頼限界も完全に対照区のそ

れと重なる.乙の場合も変動がほとんどないものと考

える.さらにまた去勢の影響もほとんど現われていな

いようである.

3.2.6 C18:2 

去勢区の変動は試験1と3では減少し，試験2では

増加を示してその変動の方向が一致しない.乙の点は

なお追究が必要であろう. しかし試験2の去勢区の母

平均信頼限界が，第6図でみるとおり対照のそれと完

全に重なり，増加しているとはいい切れない乙とと，

3回のうち 2回が減少している点，試験個体数の最も

多い試験3で有意差をもって減少している点，および

去甲区の場合に去勢区，甲除区を重ねたほどにも減少

している点などを考え合わせると，去勢区では減少す

るもののように考えられる. 指数平均も 93となって

減少の方向を示している.甲除区では対照に比し 13"-'

285ぢも減少する変動は 3固とも一致している.その

指数平均値は 83で，去勢の 93よりもやや低い. した
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がつて甲除区では去勢の場合より’6　一層減少が大き

く，対照に対しても，また去勢区との間にもいずれも

有意差が認められた．去磁区は第6図からみればおそ

らく去勢と甲除の影響が累加されて現われているもの

であろう．

　3．2．7　Cis：3

　去勢区は試験1と3では対照より12～38％もの減

少を示すのに，試験2では逆に約38％もの増加を示

して結果が一致しない．また甲除区でも試験1の例で

は激減しているのに，試験2では20％近く増加し，

試Wt　3ではわずかに2％の増加でほとんど対照と変わ

らない．この結果の不一致に目しては試験1と2で用

いた熱伝導ディテクターを考慮に入れる必要があろ

う．ガスクロマトグラフを前述の材料と運転条件で熱

伝導度ディテクターを用いてピークを画かせた場合に

は，リノレン酸メチルエステルのピークはそめ保持時

間の長いことと，量の少ないとととによって分離も良

好でなく，カーブも平坦になって鋭いピークを得るこ

とが困難であった．したがってその面積測定の誤差は

かなり大きなものであったろうと想像される．この点

水素炎イオン化ディテクターを用いた試験3の場合は

この脂肪酸メチルエステルのピークは比較的明瞭であ

り，面積測定の誤差ははるかに少いものと考えられら

れる．故にリノレン酸に関しては試験3の結果を主と

して論じ，他を参考にとどめる方が適当であろう．こ

の立場でみると，去勢区では対照より40％近く減少

し，甲除区はほとんど変動がないもののようである．

また去冬区は指数でみれば69で対照より30％以上も

有意に減少するけれども，去勢区とくらべると母平均

の信頼限界がほとんど重なり，実測平均値もあまり黍

わらない．このことから準則の影響はほとんど出て

いないようである．この点は甲除区の結果とも一致す

るものである．

　以上は各脂肪酸ごとに対照に対するその変動につい

て論じたが，去勢なり誤断なりの処置による各脂肪酸

の変動には，相互に密接な関係があることは論をまた

ない．すなわちある一つの脂肪酸の増減は，同時に相

対的に他の脂肪酸の一つ，または幾つかの減または増

をひき起ζすはずである．鶏体脂肪を構成する脂肪酸

の種類には，取り上げた脂肪酸以外にもなおかなりの

ものがあるであろうが，ある脂肪酸の増減が相対的に

これら未測定のものの増減に吸収されることもあり得

る．しかしこの未測定の脂肪酸はほとんどが量的にき

わめて小さいものであって，前述のようなおそれはそ

れほど大きなものではないであろう．故にここでは上

掲の脂肪酸の間の問題に限定して全般的な考慮を加え

ることとする．

今第3表に掲げた各区の対照を100とした脂肪酸ご

との平均指数を，前述の論議に従って多少訂正して示

せば第5表のとおりである．これを指数の増減の形で

図示すれば第8図のごとくになる．

Tabelle　5．　Die　normalmaBige　Durchschnitt－

　　　　　werte　der　Versuchsgruppen　auf
　　　　　den　lndexzahlen　gegen　den　Wert
　　　　　der　Gruppe　1　in　Hbhe　100．

Gr．

1
皿
皿
W

Fettsauren
Ci4：e　1　Ci6：e　1　Ci6：i　i　Cis：o　i　Cis：i　1　Cis：2　1　Cis：3

100
104
85，

99

100
96
107
114

100
141
108i）

182

100
71
1041）

68

100
108
102i）

104

100
93
83
73

1002）

622）

1022）

692）

1）　Durchschnittwert　von　nur　Versuche
　　1　u．　2

2）　Zahl　bei　Versuch　3

　これによれば，去勢なり口吟なりによりひき起こさ

れると思われる各脂肪酸の変動がおよそ見渡せるであ

ろう．去勢区において増加している脂肪酸はC、4、o，

C16：1およびC18：1の3種であって，そのうち対照に

対し最大の割合で増加しているのはC、6、1である．他

の2者は対照に対して7～8％の増減にすぎない．ま

た去勢区で減少するのはC、6，。，C、8，。，　C、8，2および

Cls，3の4種であって，そのうち大きな割合で減少し

てbるのはC、8、3とC、8、。であり，他の2者は減少

割合は少く，対照に対し4～7％程度である．故に去

勢区では，対照に対する割合では主としてC16：1が増

加し，C18：1とC18，3が減少するものといえる．

　甲除区の場合に増加するのは，C16，。，　C16、1，　C18、。，

C18、1およびC18，3の5種で，減少しているのはC、4，0

とC18，2の2者にすぎない．増加するもののうち比

較的その割合の大きいものは，C、6，、とC、6、。の2者

であるが，それらとても7～8％増であって，他はい

ずれもそれ以下，ほとんど数％の増加にすぎない．し

かし減少している2者は，その減少の割合は増加する

ものの割合にくらべて両方とも大きく，それぞれ15

％および17％を示している．故に指数変動からみれ

ば，甲除の場合は主としてC14，。とC18，2の減少がお

こり，これにC、6、oとC、6，、のわずかな増加が加わる

もののように思われる．

　去勢と甲除を重ねた場合に増加するのは，C、6、o，

C16：1およびC18；1の3者であり，減少するのは
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がって甲除区では去勢の場合よりも一層減少が大き

く，対照に対しでも，また去勢区との聞にもいずれも

有意差が認められた.去甲区は第6図からみればおそ

らく去勢と甲除の影響が累加されて現われているもの

であろう.

3.2.7 C18:3 

去勢区は試験1と3では対照より 12，，-，38~ぢもの減

少を示すのに，試験2では逆に約 38~ぢもの増加を示

して結果が一致しない.また甲除区でも試験1の例で

は激減しているのに，試験2では 20%近く増加し，

試験3ではわずかに2%の増加でほとんど対照と変わ

らない.乙の結果の不一致に関しては試験1と2で用

いた熱伝導ディテクターを考慮に入れる必要があろ

う.ガスクロマトグラフを前述の材料と運転条件で熱

伝導度ディテクターを用いてピークを画かせた場合に

は， リノレン酸メチルエステJレのピークはその保持時

間の長いととと，量の少ないとととによって分離も良

好でなく，カーブも平坦になって鋭いピークを得る乙

とが困難であった. したがってその面積測定の誤差は

かなり大きなものであったろうと想像される.乙の点

水素炎イオン化ディテクターを用いた試験3の場合は

との脂肪酸メチノレエステノレのピークは比較的明瞭であ

り，面積測定の誤差ははるかに少いものと考えられら

れる.故にリノレン酸に関しては試験3の結果を主と

して論じ，他を参考にとどめる方が適当であろう.乙

の立場でみると，去勢区では対照より 40~ぢ近く減少

し，甲除区はほとんど変動がないもののようである.

また去甲区は指数でみれば69で対照より 30~ぢ以上も

有意に減少するけれども，去勢区とくらべると母平均

の信頼限界がほとんど重なり，実測平均値もあまり変

わらない. 乙のととから甲除の影響はほとんど出て

いないようである.乙の点は甲除区の結果とも一致す

るものである.

以上は各脂肪酸どとに対照に対するその変動につい

て論じたが，去勢なり甲除なりの処置による各脂肪酸

の変動には，相互に密接な関係がある乙とは論をまた

ない.すなわちある一つの脂肪酸の増減は，同時に粗

対的lζ他の脂肪酸の一つ，または幾つかの減または増

をひき起乙すはずである.鶏体脂肪を構成する脂肪酸

の種類には，取り上げた脂肪酸以外にもなおかなりの

ものがあるであろうが，ある脂肪酸の増減が相対的に

乙れら未測定のものの増減に吸収されることもあり得

る. しかし乙の未測定の脂肪酸はほとんどが量的にき

わめて小さいものであって，前述のようなおそれはそ

れほど大きなものではないで、あろう.故にと乙では上

掲の脂肪酸の間の問題に限定して全般的な考慮を加え

るとととする.

今第3表に掲げた各区の対照を 100とした脂肪酸ご

との平均指数を，前述の論議に従って多少訂正して示

せば第5表のとおりである.乙れを指数の増減の形で

図示すれば第8図のごとくになる.

Tabelle 5. Die normalmasige Durchschnitt-
werteder Versuchsgruppen auf 
den Indexzahlen gegen den Wert 
der Gruppe 1 in Hohe 100. 

I I 100 
II I 104 
][ I 85 
N I 99 

1002) 
622) 
1022) 
692) 

1) Durchschnittwert von nur Versuche 
1 u. 2 
2) Zahl bei Versuch 3 

とれによれば，去勢なり甲除なりによりひき起とさ

れると思われる各脂肪酸の変動がおよそ見渡せるであ

ろう.去勢区において増加している脂肪酸は C14:O，

C16:1および C18:1の3種であって， そのうち対照に

対し最大の割合で増加しているのは C16:1である.他

の2者は対照に対して7，，-，8 ~ぢの増減にすぎない.ま

た去勢区で減少するのは C16:0，C18:0， C18:2 および

C18:3 の4種であって， そのうち大きな割合で減少し

ているのは C18:3 と C18:O であり，他の2者は減少

割合は少し対照に対し 4"-'7 ~ぢ程度である.故i乙去

勢区では，対照に対する割合では主として C16日が増

加し，C18:1と C18:3が減少するものといえる.

甲除区の場合に増加するのは，C16山 C16:1，C18:O， 

C1S:1および C18:3の5種で，減少しているのは C14:O

と C1S:2の2者にすぎない.増加するもののうち比

較的その割合の大きいものは C16:1と C16:Oの2者

であるが，それらとても 7"-'8%増であって，他はい

ずれもそれ以下，ほとんど数%の増加にすぎない. し

かし減少している 2者は，その減少の割合は増加する

ものの割合にくらべて両方とも大きし それぞれ 15

9ぢおよび 17~ぢを示している.故に指数変動からみれ

ば，甲除の場合は主として C14:O と C18:2の減少がお

乙り，乙れに C16:O と C16:1のわずかな増加が加わる

もののように思われる.

去勢と甲除を重ねた場合に増加するのは，C16:0， 

C16:1および C18:1の3者であり，減少するのは
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Abb．　8．　Veranderungsmenge　der　Fettsauren　auf　der　lndexzahl．

　　　　　K：Kastration　S：SchilddrUsenektomie
　　　　　KS：　Kastration－SchilddrUsenektomie

C、8、。，C、8、2およびC、8、3の3者であって，　C、4、。は

ほとんど増減がない．この場合去勢だけのときとその

増減が一一致しないのはC16：0のみである．また甲除単

独の時と増減が一致しないのは，Cls：oとC18：3の2

者であるが，これらの脂肪酸の去勢または甲除の場合

の変動割合は，第8図で明らかなように数％以下の僅

少であって，これらはほとんど影響を受けないのでは

ないかという推論は個々の脂肪酸の項で述べた．

　3．3脂肪酸組成の変動の比較

　各区の脂肪酸のうち変動を受けるものの変動の方

向，その対照に対する割合は以上で一応見わたせた

が，これは決して全脂肪酸に対する変動量を示すもの

ではない．それは例えば，第8図で：最大の変動割合

を示すC16，1の実際の組成％は，その割合の少ない

C18、1の組成％よりもはるかに小さいものであること

からも明らかである．したがって次に実際の脂肪酸組

成％の変動をみる必要があろう．

　脂肪酸組成の実際の変動量は，もちろん各試験：ごと

の測定値をそのままみればよいのであるが，3回の試

験結果をそのままで平均することは，試験ごとの飼料

その他の諸条件が異なることから問題がある．したが

って結果を一括して変動を論ずることはむつかしい．

そこで第5表の訂正した対照に対する平均指数を用

い，仮りに第1表試験3の対照区を基準にとり，これ

に平均指数の100からの変動量を掛けて一つのモデル

組成の脂肪酸変動量を求めた．計算の結果は第6表の

と回りである．またこれを図示すれば第9図のごとく

になる．

　この図に示された各脂肪酸の変動量は，これまでの

論述からみて一応平均的と考えられるパターンを示す

ものといえる．この変動の様子は第8図とはやや異な

る．増減の方向はむろん同じであるが，その量は相当

に変わる．・C16：0とC18、1の変動はやや大きくなり，

C、6、1の変動はかなり小さい．去勢区ではC18、1が最
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Abb. 8. Veranderungsmenge der Fettsauren auf der Indexzah1. 

K: Kastration S: Schi1ddrusenektomie 
KS: Kastration-Schi1ddrusenektomie 

C18:O， C18:2 および C18:3 の3者であって，C14:Oは 脂肪酸組成の実際の変動量は，もちろん各試験ごと

ほとんど増減がない.乙の場合去勢だけのときとその の測定値をそのままみればよいのであるが 3回の試

増減が一致しないのは C16:Oのみである.また甲除単 験結果をそのままで平均する乙とは，試験ごとの飼料

独の時と増減が一致しないのは，C18:O と C18:3 の2 その他の諸条件が異なるととから問題がある.したが

者であるが，とれらの脂肪酸の去勢または甲除の場合 って結果を一括して変動を論ずる乙とはむつかしい.

の変動割合は，第8図で明らかなように数箔以下の僅 そ乙で第5表の訂正した対照に対する平均指数を用

少であって，乙れらはほとんど影響を受けないのでは い，仮りに第1表試験3の対照区を基準にとり，乙れ

ないかという推論は個々の脂肪酸の項で述べた. に平均指数の 100からの変動量を掛けて一つのモデソV

3.3 脂肪酸組成の変動の比較 組成の脂肪酸変動量を求めた.計算の結果は第6表の

各区の脂肪酸のうち変動を受けるものの変動の方 とおりである.また乙れを図示すれば第9図のごとく

向，その対照に対する割合は以上で一応見わたせた になる.

が，とれは決して全脂肪酸に対する変動量を示すもの この図に示された各脂肪酸の変動量は，乙れまでの

ではない. それは例えば，第8図で最大の変動割合 論述からみて一応平均的と考えられるパターンを示す

を示す C16日の実際の組成労は， その割合の少ない ものといえる.との変動の様子は第8図とはやや異な

C18:1の組成労よりもはるかに小さいものである乙と る.増減の方向はむろん同じであるが，その量は相当

からも明らかである.したがって次に実際の脂肪酸組 に変わる C16:Oと C18:1の変動はやや大きくなり，

成第の変動をみる必要があろう C16:1の変動はかなり小さい. 去勢区では C18:1が最
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Tabelle　6．　Die　mustergifltige　Veranderungen

　　　　　der　Fettsauren　auf　dem　Grunde
　　　　　von　Werte　der　Gruppe　1　bei
　　　　　Versuch　3．

Gr．

皿
皿

Veranderungsmenge．der　Fetts加ren（％）

Cu：oi　C16：0

　

十〇．03

－O．18
－O．01

一〇．　91

十1．60
十3．　19

C16：1

十1．　25

十〇．　24

十2．49

1　Cls：o　i　Cls：1　i　Cls：2

一3．　09

十〇．　43

－3．　40

十2．　76

十〇．　69

十1．　38

一1．　11

－2．　68

－4．　26

1　cls，3

一〇．　89

十〇．　05

－O．　73

＊　（Durchschnittwert　der　Gruppe　1　von
　Versuch　3　（Tablelle　1．）　X　lndexzahl
　（Tabelle　5．）　×　1／100）　一　Durchschnitt－

　wert　der　Gruppe　1　von　Versuch　3

大の増加を示し，指数の場合とは異ってC16，1と入れ

替わる．また減少するものもC18：0が最大でC■8：3は

はるかに少くない．甲除区でもC16，0が主として増加

し，C、6、1はあまり増加せず，むしろC18，1の増加の

方が大きい．また減少するものもC14，。はごく少な

く，主としてCls：2が減少している．

　Haessler　and　Crawford（1967）は雄ラットを用

いた間脳破壊による実験的肥満の体脂肪の組成をガス

クロマトグラフィー一一　｝Cより測定して，皮下脂肪組成の

去勢または切除の場合の変動を報告している．その数

値は第7表のとおりで，各区の対照との差を計算して

付け加えた．またこの差を図示すれば第10図のごと

ん
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Ein　mustergUltiges　Bild　der　Veranderungsmengen　von　Fettsauren．’

　　　　K：Kastration　S：SchilddrUsenektomie
　　　　KS：　KastratiOn－SchilddrOsenektomie

Tabelle　7． Veranderungen　qer　Fettsauren　des　Fettes，unter　der　Haut
b／ei　Ratte．　（Haessler　et　al．，　1967）　’

Gruppe

Kontrolle　（n＝’13）

Kastration　（n＝＝4）

SchilddrUsenektomie
　　　　　　　　（n　＝5）

Fettsauren　（％）

Cu；o

1．　5

　1．i　一
（一〇．　4）

　1．　3
（一〇．　3）

C16：0

24．　6

　25．　4

（十〇．　8）

24．　6

（o）

C16：1

3．　5

　4．　3
（十〇．　8）

　3．　8
（ヨトOL　3）1．

Cls：Q

4．　t

4．　1

（o）

　4．　3
（十〇．　2）

Cls：1

43．　3

　38．　8

（一4s　5）

　44．　1

（十〇．　8）

Cls：2

23．　1

　26．　4

（十3．　3）

　21．　9

（一　1．　2）

（’）：　Unterschied　gegen　die　Kontrolle．

Am　’21　Tage　nach　der　Operation　wurden　die　Tiere　geschrachtet．
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Tabelle 6. Die mustergultige Veranderungen 
der Fettsauren auf dem Grunde 
von Werte der Gruppe 1 bei 
Versuch 3. 

大の増加を示し，指数の場合とは異って C16:1と入れ

替わる.また減少するものも C18:Oが最大で C18:3は

はるかに少くない.甲除区でも C16:Oが主として増加

し，C16:1はあまり増加せず， むしろ C18:1の増加の

方が大きい. また減少するものも C1川はごく少な

く，主として C18:2が減少している.

Gr. 
Veranderungsmenge der Fettsauren (箔〉

* (Durchschnittwert der Gruppe 1 von 
Versuch 3 (Tablelle 1.) X Indexzahl 
(Tabelle 5.) X 1/100) -Durchschnitt-
wert der Gruppe 1 von Versuch 3 

% 
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Haessler and Crawford (1967)は雄ラットを用

いた間脳破壊による実験的肥満の体脂肪の組成をガス

クロマトグラフィーにより測定して，皮下脂肪組成の

去勢または甲除の場合の変動を報告している.その数

値は第7表のとおりで，各区の対照との差を計算して

付け加えた.またとの差を図示すれば第10図のごと

国園圏
K S KS 

C14:0 C16:0 C16:1 C18:0 C18:1 C18:2 C18:3 

Abb. 9. Ein mustergultiges Bi1d der Veranderungsmengen von Fettsauren. 

K: Kastration S: Schi1ddrusenektomie 
KS: Kastration-Schi1ddrusenektomie 

TabelIe 7. Veranderungen der Fettsauren des Fettes unter der Haut 
bei Ratte. (Haessler et al.， 1967) 

Fettsauren (必〉
Gruppe 

Cl4:0 C16:O C16:1 C18:O C18:1 C18:2 

Kontrol1e (n =13) 1.5 24..6 3.5 4. 1 43.3 23. 1 

Kastration (n =4) 1.1 25.4 4.3 4. 1 38.8 26.4 
(ー0.4) 〈十0.8) 〈十0.8) (0) (-4.5) 〈十3.3)

Schilddrusenektomie 1.3 24.6 3.8 4.3 44. 1 21. 9 
(n=5) 〈ー0.3) (0) 〈十0.3) 〈十0.2) 〈十0.8) (-1. 2) 

( ): Unterschied gegen die Kontrolle. 
Am 21 Tage nach der Operation wurden die Tiere geschrachtet. 
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Abh．　10．　Veranderungen　der　Fettsau．ren　vom　Fette　unter　der
Haut　bei　Ratte．　（Haessler　et　al．　1967）

　　　　　K：Kastration　S：Schilddrttsenektomie

くである．

　これによれば，ラットの皮下脂肪の脂肪酸組成であ

るからその実量はもちろん鶏とは異なるけれども，去

勢および甲除区の変動の傾向はある程度似ている．特

に甲除区の変動はほぼ一致し，最：大の増加はC18：1，

また最大の減少はC、8，2に同じくみられる．しかし去

勢区の変動はC、6、、以外ほとんど一致しない．特に鶏

の場合最大の変量を示すC18，。，　C18、1およびC、8’ C2の

変動の方向の不一致は問題であろう．この原因につい

ては不明である．しかし著者の結果の場合，去甲区

の変動を考えると測定技術上の差とは考えられず，

Haesslerらの実験では手術後21日の短期で材料採取

をしているので，おそらくは手術後日数の違いによる

ものかも知れない．

　武内・高山（1960）によれば，熱伝導度ディテクタ

ーを用いる場合，補正をしなくても類似物質の混合物

ならばピ■一一・ク面積比率は±1％以内の誤差で正確に定

量できると述べている．また小島（1960）は熱伝導度

の非常に大きいH2をキャリヤーとして用い，1～2

％の誤差を許するならば，各成分面積の全面積に対す

る割合は，重量％を示すものと考えてよいと述べてい

る．本試験の場合もこの方法のもつ機械的な誤差もあ

り得るから，この誤差をここで一応1％と見込むと，

第9図の変動量でこの範囲に入るのは，C14：0の全

区，C、6、oの去勢区，　C16，1の甲除区，　C、8：0の甲除区

およびC、8，3の全区となる．したがって各区の変動は

およそ次のようにまとめられるであろう．

　去勢区はC18、1が主として増加し，　C、6，1もかなり

増加する．去甲区の変動をみてもこの両脂肪酸は同じ

ように増加し，しかも甲除の影響はあまり出ていない

から，去勢区のこの両脂肪酸の増加はほぼ確実な変動

と考えられる．

　これに対して減少するのは主としてC、8：0で，これ

も去甲区の変動が去勢により支配されていることから

ほぼ確かめられる．C18，2，　C18、3の減少も去甲区の変

動から，その傾向は認めてよいであろう．C、4、oはほ

とんど変わらないようである．

　甲除区はC16，。が増加し，　C、8、2が減少する．これ

も去甲区の変動からみて明らかにいい得ると考える．

C、4、。はわずかに減少の傾向があり，Cls，。，『Cls、1は

増加の傾向が認められるが，その他のものはあまり変

化を受けないようである．

4．　要 約

　去勢または甲状腺除去が雄鶏の体脂肪の質に及ぼす

影響のうち，腹脂肪の脂肪酸組成の変動についてガス
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Abb. 10. Veranderungen der Fettsauren vom Fette unter der 
Haut bei Ratte.くHaessleret al. 1967) 

K: Kastration S: Schi1ddrusenektomie 

くである.

乙れによれば，ラットの皮下脂肪の脂肪酸組成であ

るからその実量はもちろん鶏とは異なるけれども，去

勢および、甲除区の変動の傾向はある程度似ている.特

に甲除区の変動はほぼ一致し，最大の増加は C18:h

また最大の減少は C18:2~(同じくみられる.しかし去

勢区の変動は C16:1以外ほとんど一致しない.特l乙鶏

の場合最大の変量を示す C18:0，C18:1および、 C18:2の

変動の方向の不一致は問題であろう.乙の原因につい

ては不明である. しかし著者の結果の場合，去甲区

の変動を考えると測定技術上の差とは考えられず，

Haesslerらの実験では手術後21日の短期で材料採取

をしているので，おそらくは手術後日数の違いによる

ものかも知れない.

武内・高山(1960)によれば，熱伝導度ディテクタ

ーを用いる場合，補正をしなくても類似物質の混合物

ならばピーク面積比率は土 1%以内の誤差で正確に定

量できると述べている.また小島(1960)は熱伝導度

の非常に大きい H2をキャリヤーとして用い，1"，-， 2 

%の誤差を許するならば，各成分面積の全面積に対す

る割合は，重量%を示すものと考えてよいと述べてい

る.本試験の場合も乙の方法のもつ機械的な誤差もあ

り得るから，との誤差をとこで一応1%と見込むと，

第9図の変動量で乙の範囲に入るのは CWOの全

区，C加。の去勢区， C16:1の甲除区，C18:O の甲除区

および、 C18:3の全区となる. したがって各区の変動は

およそ次のようにまとめられるであろう.

去勢区は C18:i.が主として増加し C16:1もかなり

増加する.去甲区の変動をみてもとの両脂肪酸は同じ

ように増加し，しかも甲除の影響はあまり出ていない

から，去勢区のとの両脂肪酸の増加はほぼ確実な変動

と考えられる.

乙れに対して減少するのは主として C18:Oで， とれ

も去甲区の変動が去勢により支配されているととから

ほぼ確かめられる C18:2，C18:3の減少も去甲区の変

動から，その傾向は認めてよいであろう.C14:oはほ

とんど変わらないようである.

甲除区は C16:Oが増加し，C18:2が減少する. とれ

も去甲区の変動からみて明らかにいい得ると考える.

C14:Oはわずかに減少の傾向があり C18:0，C18:1は

増加の傾向が認められるが，その他のものはあまり変

化を受けないようである.

4.要約

去勢または甲状膿除去が雄鶏の体脂肪の質に及ぼす

影響のうち，腹脂肪の脂肪酸組成の変動についてガス
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クロマトグラフィーによる分析を行ない，3回の試験

を実施した．供試鶏は横平プリマスロック種雄であ

る．去勢は80～120日齢，甲除は200～242日齢に手

術を行ない，屠殺は257～436日齢であった．結果の

概要は次のごとくである．　　　　　　　b

　（1）対照区を100とした指数での体脂肪各脂肪酸

の変動：各脂肪酸の変動割合を比較すれば，去勢区は

C、6、、が約40％，Cis、ゴも約8％増加一し，　c、4’，6も増

加の傾向がみられる．逆に減少するものはC、8、3，

Cls＝oで共に30％あるいはそれ以上の減少を示し，

C16＝eおよびC18：2にもやはり減少の傾向がみられ

る．甲除区はC16：。，　C、6：1にそれぞれ5％以上の増加

があり，C18、。にもやや増加の傾向がみられる．　C18、1，　●

Cls：3はほとんど増加していないようである．逆に

C14、oとCls、2がいずれも約15％の減少を示した．

　（2）各区の体脂肪の脂肪酸組成の変動：全脂肪酸

に対する組成％での変動については，去勢区で増加す

るのはC・8：、とC、6、、で，特に前者の増加が大きい．

逆に明らかに減少するのはC、B、oである．これら以外

の脂肪酸については明確には結論づけられないが，指

数での変動と去甲区の変動を考え合わせると，C16、o，

C、8，2，C、8，3にも減少の傾向があるようであ．る．

¢14：0はあまり変化はうけない．．甲除区では，．．C16：0

が増加し，C18、2が減少する．この場合にもC、6，1，

C、8，1には増加の傾向が，またC、4，。には減少の傾向が

みられる．その他の酸にはあまり変動はない．

　（3）　したがって去勢区でも甲除区でも共に同一方

回さの増減を示すカ「，あるい1まその傾同があると思わ

れる脂肪酸を挙げると，C16，、，　C18、1（増加方向）お

よびC、8、2（減少方向）の3者であって，他のC14、。，

C、6，。，C、8、。，　C、8、3は増減の方向が逆であり，これら

はそれぞれの区の特有な変化を示すものともみられ

る．
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クロマトグラフィーによる分析を行ない 3回の試験

を実施した.供試鶏は横斑プリマスロック種雄であ

る.去勢は 80--120日齢，甲除は 200，，-，242日齢に手

術を行ない，屠殺は 257，....436日齢であった.結果の

概要は次のごとくである.

(1)対照区を 100とした指数での体脂肪各脂肪酸

の変動:各脂肪酸の変動割合を比較すれば，去勢区は

C16:1が約40%， C18:~ も約 85ぢ増加し. C1ω も増

加の傾向がみられる.逆に減少するものは C18:3，

C1S:Oで共に 305ちあるいはそれ以上の減少を示し，

C16:O および、 C18:2にもやはり減少の傾向がみられ

る.甲除区は C16:0，C16:1にそれぞれ55百以上の増加
があり， C18:O !ともやや増加の傾向がみられる.C18:h 

C1S:3はほとんど増加していないようである.逆に

Cu:OとC1S:2がいずれも約15%の減少を示した.

(2) 各区の体脂肪の脂肪酸組成の変動:全脂肪酸

に対する組成第での変動については，去勢区で増加す

るのは C1S:1と C16:1で，特iζ前者の増加が大きい.

逆に明らかに減少するのは C1S:Oである. 乙れら以外

の脂肪酸については明確には結論づけられないが，指

数での変動と去甲区の変動を考え合わせると，C16:0， 

C1S山 C1S:3にも減少の傾向があるようである.

C14:Oはあまり変化はうけない. 甲除区では，C16:O 

が増加し，C1S:2が減少する. との場合にも C16:l， 

C1S:1には増加の傾向が，またCWO~乙は減少の傾向が

みられる.その他の酸にはあまり変動はない.

〈り したがって去勢区でも甲除区でも共に同一方

向への増減を示すか，あるいはその傾向があると思わ

れる脂肪酸を挙げると， C16:1， C1S日(増加方向〉お

よび C1S:2(減少方向〉の3者であって， 他の C14:0，

C16:0， C1S:O， C18:3 は増減の方向が逆であり， 乙れら

はそれぞれの区の特有な変化を示すものともみられ

る.
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Zusammenfassung

　　　Von　der　EinflUsse　der　Kastration　und　Schiddrttsenektomie　auf　das　KOrperdepotfett

beim　Hahn　wurden　das　Fettsauremuster　des　Bauchfettes　versucht．　Die　Versuche　wurden

dreimal　gemacht．　Die　Versuch　1　und　Versuch　2　hatten　drei　Gruppen，　namlich　Kastration．s－

gruppe　（Gruppe　II），　SchilddrUsenektomiegruppe　（Gruppe　III）‘s　und　Kontrollegruppe

（Gruppe　1）．　Das　Versuch　3　hatte　noch　eine　Gruppe　Kastration－SchiddrUsenektomie－

gruppe　（Gruppe　IV），　um　die　Ergebnisse　der　einzelnen　Kastration　und　Schilddrifsenektomie

verhaltnismaBig　zu　diskutieren．　Die　Versuchstiere　waren　die　Hahne　von　“Barred

Plymouth　Rock”．

　　　Die　Kastrationsoperation　wurde　am　80－120　Tagealter　und　die　Operation　der　SchilddrU－

senektomie　am　200－242　Tagealter　gemacht．　Die　Tiere　sind　am　257－436　Tagealter

geschlachtet　worden．

　　　Die　Tage　nach　der　Operation　bis　zur　Schlacht　waren　180－320　Tage　bei　der　Kastra－

tion，　und　55－188　Tage　bei　der　SchilddrUsenektomie．　Das　Bauchfett　ist　als　die　Fettprobe

fUr　das　Analyse　gebraucht　worden．　Das　Fettsaurenanalyse　wurde　durch　die　Gaschromato－

graphie　gemacht．

　　　Die　Ergebnisse　sind　folgende：

　　　　（1）　Die　Veranderungen　der　Konstruktionsfettsauren　auf　der　lndexzahl　gegen　die

Wert　der　Kontrollegruppe　in　H6he　100：　lm　Vergleich　mit　der　Veranderungsverhaltnisse

der　Fetts乞uren　vermehrten　sich　bei　Kastrationsgruppe　die　Palmit61s加re　auf　etwa　40％

und　die　Oleinsaure　auf　etwa　8　90，　und　die　Myristinsaure　hatte　auch　eine　vermehrenden

Tendenz．　Dagegell　verminderten　sich　die　Unolens加re　und　Stearinsaure　deutlich　bθide

auf　30　％　oder　mehr，　und　die　Palmitinsaure　und　Linolsaure　auch　hatten　eine　verminder－

nden　Tendenz．　Bei　SchilddrUsenektomiegruppe　vermehrten　sich　die　Palmitinsaure　und

Pa1mitalsaure　jeder　fUr　sich　“ber　5　90，　und　die　Stearinsaure　hatte　eine　vermehrenden
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Zusammenfassung 

Von der Einflusse der Kastration und Schiddrusenektomie auf das Korperdepotfett 

beim Hahn wurden das Fettsauremuster des Bauchfettes versucht. Die Versuche wurden 

dreimal gemacht. Die Versuch 1 und Versuch 2 hatten drei Gruppen， namlich Kastrations-
gruppe (Gruppe 11)， Schi1ddrusenektomiegruppe (Gruppe 111).、und Kontr叫legruppe
(Gruppe 1). Das Versuch 3 hatte noch eine Gruppe Kastration-Schiddrusenektomie-

gruppe (Gruppe IV)， um die Ergebnisse der einzelnen Kastration und Schi1ddrusenektomie 
verha1tnismasig zu diskutieren. Die Versuchstiere waren die Hahne von “Barred 
Plymouth Rock". 

Die Kastrationsoperation wurde am 80-120 Tagea1ter und die Operation der Schi1ddru-
senektomie am 200-242 Tagealter gemacht. Die Tiere sind am 257-436 Tagealter 
geschlachtet worden. 

Die Tage nach der Operation bis zur Schlacht waren 180-320 Tage bei der Kastra-

tion， und 55-188 Tage bei der Schi1ddrusenektomie. Das Bauchfett ist als die Fettprobe 
fur das Analyse gebraucht worden. Das Fettsaurenanalyse wurde durch die Gaschromato・
graphie gemacht. 

Die Ergebnisse sind f olgende : 

(1) Die Veranderungen der Konstruktionsfettsauren auf der Indexzahl gegen die 
Wert der Kontrollegruppe in Hohe 100: 1m Vergleich mit der Veranderungsverha1tnisse 
der Fettsauren vermehrten sich bei Kastrationsgruppe die Palmitolsaure auf etwa 40 96 
und die 01einsaure auf etwa 8 %， und die Myristinsaure hatte auch eine vermehrenden 
Tendenz. Dagegen verminderten sich die Linolensaure und Stearinsaure deutlich beide 

auf 30 % oder mehr， und die Palmitinsaure und Linolsaure auch hatten eine verminder-
nden Tendenz. Bei Schi1ddrusenektomiegruppe vermehrten sich die Palmitinsaure und 
Palmitolsaure jeder fur sich uber 5 %， und die Stearinsaure hatte eine vermehrenden 
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Tendenz．　Auf　der　Oleinsaure　und：Linolens加re　kann　man　kaum　die　Vermehrung　sehen．

Dagegen　verminderten　sich　die　Myristinstiure　und　Linolsaure　jeder　auf　etwa　15　％．

　　　　（2）　Die　Veranderungen　der　Fettsauremuster　des　Kdrperdepotfettes：　Kastrationsgruppe

－Uber　die　Veranderungen　jeder．　Fettsauren　％　gegen　die　Totalfettsauren　waren　aber　die

vermehrten　Fetts乞uren　die　Olein－und　Pamit61s加re，　besonders　die　Vermehrung　der　ersten

war　groB．　Die　Fettsauren，　die　deutliche　Verminderung　zeigten，　war　dagegen　die　Stearin－

s加re．　Die　Ver琶nderungen　der　Fetts琶uren　auBer　dieser　Fetts加ren　sind　ni6ht　offen－

sichtlich，　aber　die　Palmitinsaure，　Hnols加re　und　Linolensaure　auch　haben　eine　verm．in．

dernden　Tendenz．　Die　Myristinsaure　ist　kaum　verandert．

Schilddrusenektomiegruppe－Die　Palmitinsaure　vermehrte　sich，　und　die　Linolsaure　ver－

minderte　sich．　Die　Palmit61saure　und　Oleinsaure　haben　eine　vermehrenden　Tendenz，

und　die　Myristinsaure　hat　eine　vermindernden　Tendenz．　Andere　Fettsauren　sind　kaum

verandert．

　　　　（3）　Die　Fettsauren，　die　bei　Kastration　und　SchilddrUsenektomie　diejenige　Richtung

der　Vermehrung　oder　der　Verminderung　zeigen，　oder　diejenige　Tendenz　haben，　sind　die

Palmit61saure，　Oleinsaure　（vermehrt）　und　Linolsaure　（vermindert）．　Bei　der　Myristin－

saure，　Palmitinsaure，　Stearinsaure　und　Linolensaure　sind　die　Richtung　der　Vermehrung

oder　Verminderung　entgegengesetzt．　Diese　Fettsauren　zeigen　vielleicht　die　eigene

Veranderung　der　jeden　Gruppe．

1臼 岡本正夫

Tendenz. Auf der 01einsaure und Linolensaure kann man kaum die Vermehrung sehen. 
Dagegen verminderten sich die Myristinsaure und Linolsaure jeder auf etwa 15 %. 
(2) Die Veranderungen der Fettsauremuster des Korperdepotfettes: Kastrationsgruppe 

-Uber die Veranderungen jeder Fettsauren % gegen die Totalfettsauren waren aber die 
vermehrten Fettsauren die 01ein-und Pamitolsaure， besonders die Vermehrung der ersten 
war gros. Die Fettsauren， die deutliche Verminderung zeigten， war dagegen die Stearin-
saure. Die Veranderungen der Fettsauren auser dieser Fettsauren sind nicht offen-
sichtlich， aber die Palmitinsaure， Linolsaure und Linolensaure auch haben eine vermin-
dernden Tendenz. Die Myristinsaure ist kaum verandert. 
Schi1ddrusenektomiegruppe -Die Palmitinsaure vermehrte sich， und die Linolsaure ver-
minderte sich. Die Palmitolsaure und 01einsaure haben eine vermehrenden Tendenz， 
und die Myristinsaure hat eine vermindernden Tendenz. Andere Fettsauren sind kaum 

verandert. 
(3) Die Fettsauren， die bei Kastration und Schi1ddrusenektomie diejenige Richtung 

der Vermehrung oder der Verminderung zeigen， oder diejenige Tendenz haben， sind die 
Palmitolsaure， 01einsaure (vermehrt) und Linolsaure (vermindert). Bei der Myristin-
saure， Palmitinsaure， Stearinsaure und Linolensaure sind die Richtung der Vermehrung 
oder Verminderung entgegengesetzt. Diese Fettsauren zeigen viel1eicht die eigene 
Veranderung der jeden Gruppe. 


